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 ᅬ⏣ ᛅኵ  （ᮾி障害者職業⬟ຊ㛤発ᰯ 指ᑟဨ）ۑ

ᰩ⏣ るࡳᏊ（ᇛすᏛ） 

 

㸯 ࡵࡌࡣに 

 ᴫせࡢ✲◊ (1)

㏆年業では、社会との┦コミࣗࢽケーションを㏻ࡌ

て、「Ⰻいイメージ」をᇵうことを目的としたコミࣗࢽケー

ションᢏ法の⫱成活動が┒ࢇである。本研究では、パソコ

ン᧯స、プࣞࢮンソフト（以ୗ「33T」という。）のカ⦎に

⤌ングをྲྀり入れ、「┦ᡭを▱る」カ⦎ㄢ㢟をࢽトࣞーࣆ

㸻ሗ集、ղ自分で（ࣆ）だ。ձඹにヰし合いࢇ㎸ࡳ

㸻ሗຍᕤ、ճ者に㸻ሗ発信の一㐃のカ⦎である。本

研究では、≉にձのࣆのస業にὀ目し、ࣆトࣞーࢽン

グをྲྀり入れた。ղとճのస業では33Tを活用した。 
 ᬒ⫼ࡢ✲◊ (2)

㏆年ࢿット࣡ークインフラの整ഛにより、事㠃のࡳな

らࡎ社会生活においてもࢿット࣡ークを用したコミࣗࢽ

ケーションがከくなってきた。本ᰯでは、ビジࢿスソフト

の活用の習⇍指ᑟにおいて、プࣞࢮンソフトを、ᵝࠎな

業ົに用いるとともに、自己表⌧に用いるカ⦎を㐍めてい

る。 

ᡃࠎは、2009年度より「社会の要ồからはࡌまるᤵ業࡙

くり」を㐍める中で、≉にパソコンをったスキルップ

を研究してきた１）。また、 2010 年の研究ではࣕࢳットシ

ステムを構築しᤵ業にྲྀり入れ、ྛ自が文Ꮠのࡳのࡸりྲྀ

りを時⣔ิに行えるようにᐊෆ /$1 を⤌ࡳ実験を行った㸰）。

これらの研究において、コミࣗࢽケーションに関する指ᑟ

で、文❶స成⬟ຊの目的をྵめ、ᵝࠎな⏬を定して

カ⦎に⤌ࡳ㎸ࢇだ。なかでも文❶の構成をイメージしࡸす

い、「パラグラフ指ᑟ」を用い「結論をඛに、それをㄝ᫂す

るෆᐜ、そしてල体的なෆᐜ」へと変化することで、自己

の表⌧ຊの⫱成にいに成果をあࡆている。 

 ᪉ἲࡢ✲◊ (3)

回のሗ࿌は、3&を用した表⌧ᢏ法で、₇習ㄢ㢟は

人⤂介㈨ᩱస成である。本研究のフィールࢻは、さまࡊま

な障害ࡸさまࡊまな年㱋ᒙの生ᚐがᏑᅾするクラスで、表

㸰で示すように、集合ᆺのᗙᏛカ⦎クラスある。少人数の

クラスではあるが、Ꮫびࡸすい⎔ቃసりを後ᢲしするため

に、ࣆトࣞーࢽングをྲྀり入れた。㸰人でྲྀり⤌ࡴカ⦎

で、≉にࢶࣆーࣆ（以ୗ「323」という。）の対➼な人

間関係をイメージしている。 323は、ࢿット࣡ーク上の㏻

信する方ᘧで、「おいがྠ➼の関係を持つつながり」とい

うษな意を持つ。  

本研究におけるࣆトࣞーࢽングの≉ᚩは、323 の関係

をసり上ࡆることが重要であるため、ඛにあࡆた「ձඹに

ヰし合い（ࣆ）㸻ሗ集」においては、指ᑟ者はその

関係に入らࡎ、「見Ᏺる❧場」となり、ղとճの࢜ペࣞーシ

ョンに関する指ᑟは✚ᴟ的に行った。 

「障害のある人生に直㠃し、ྠࡌ❧場ࡸㄢ㢟を経験して

きたことを活かして௰間として支えること（ᒾᓮ�2017）㸱）」

とあるように、ࣆトࣞーࢽングは、௰間であるという「対

➼性」ࡸ「心理的な安心感」を得ることなど、「ᙼら⊂自の

インフォーマルな関係性」が構築できる。 

この関係性があることにより、なかなかヰࡏない事を

ケーショࢽには㛤示することができ、コミࣗ「௰間ࡌྠ」

ンを成❧さࡏるຓけになることが期ᚅされるのである。  

 

㸰 職ᴗカ⦎ 

(1) カ⦎ࣇࡢーࣝࢻ 

本研究の目的は、身体的、精神的にᵝࠎな障害を持つ生

ᚐ㐩がྠࡌクラスでඹにᏛび、体的、自的に行動し、

事を㏻して自分の人生をษり㛤くことができるよう支援

するためのᏛ習カリキࣗラムである。 

本研究のフィールࢻである、ᮾி障害者職業⬟ຊ㛤発ᰯ

は、ᮾி㒔ᑠ平ᕷに⨨し、12⛉を有する（表１）。身体、

⫈ぬ、どぬ、精神、▱的などの障害を持つ生ᚐが㸱ヶ月か

ら１年の期間においてカ⦎をཷけている。本研究のフィー

ルࢻは「࢜フィス࣡ーク⛉」であり、カ⦎期間は㸴カ月と

比㍑的短期間のカ⦎コースである。 

 カ⦎ᴫせࡢ⛉ࢡー࣡ࢫࣇ࢜ (2)

ᗈく業で用されているソフトウ࢙「:orG」「([Fel」

を用いてパソコンによる実ົ的な一般事ົ、経理事ົ、Ⴀ

業事ົཬびビジࢿスマࢼーなど、࢜フィス事ົฎ理のᢏ

⾡・ᢏ⬟をᏛࢇでいる。 

・カ⦎方法 

集合カ⦎方ᘧ 

障害に関係なくྠࡌカ⦎ෆᐜ・㐍ᤖ㏿度でཷㅮする。 

・定ဨ 10  ྡ

・年４回の入ᰯ機会（４月、㸵月、10月、１月） 

・カ⦎対㇟者 身体障害者(⫈ぬྵ）、精神・発㐩障害者 

・カ⦎時限 ༙年間760時限  

・ᤵ業時間 ཎ๎月᭙᪥㹼㔠᭙᪥㸷時㸳分㹼16時30分 

・目標とする㈨᱁ ࣡ープロ検定、表ィ⟬検定、⡙記検定 

・な就職ඛ 一般業事ົ㒊門  

・カ⦎指ᑟ 集合カ⦎方ᘧであるが、生ᚐ個ࠎの障害≉性
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に合った指ᑟを行なっている。 

・生活指ᑟ 専௵の生活┦ㄯဨを中心に障害に合った生活

┦ㄯを行なっている。 

・就職指ᑟ 専௵の職場定╔支援ဨを中心に職場㛤ᣅ、マ

ッࢳング、᭩㢮స成、㠃᥋⦎習、定╔支援を行なってい

る。 

⾲㸯 ⛉┠ᑐ㇟⪅ 

⛉┠ྡ ᐃဨ ᮇ㛫 ᑐ㇟⪅㞀ᐖ⪅ 

ᑵᴗᨭ⛉ 㻝㻜 㻟 䜹᭶ ㌟య䞉⢭⚄䞉Ⓨ㐩 

⫋ᇦ㛤Ⓨ 㻝㻜 㻢 䜹᭶ ⢭⚄䞉Ⓨ㐩 

ㄪ⌮䞉Ύᤲ䝃䞊䝡䝇 㻝㻜 㻢 䜹᭶ ㌟య䞉⢭⚄䞉Ⓨ㐩 

䜸䝣䜱䝇䝽䞊䜽 㻝㻜 㻢 䜹᭶ ㌟య䞉⢭⚄䞉Ⓨ㐩 

䝡䝆䝛䝇䜰䝥䝸㛤Ⓨ 㻝㻜 䠍ᖺ ㌟య䞉⢭⚄䞉Ⓨ㐩 

䝡䝆䝛䝇⥲ྜົ 㻝㻜 䠍ᖺ ㌟య䞉⢭⚄䞉Ⓨ㐩 

䜾䝷䝣䜱䝑䜽䠠䠰䠬 㻝㻡 䠍ᖺ ㌟య䞉⢭⚄䞉Ⓨ㐩 

䜒䛾䛵䛟䜚ᢏ⾡ 㻝㻜 䠍ᖺ ㌟య䞉⢭⚄䞉Ⓨ㐩 

ᘓ⠏䠟䠝䠠 㻝㻜 䠍ᖺ ㌟య䞉⢭⚄䞉Ⓨ㐩 

〇䝟䞁 㻝㻜 䠍ᖺ ㌟య䞉⢭⚄䞉Ⓨ㐩 

ᐇົసᴗ 㻟㻜 䠍ᖺ ▱ⓗ 

䠫䠝ᐇ  ົ 㻡 䠍ᖺ 㔜ᗘどぬ 

 

⾲㸰 ࡞ࡶ࠾カ⦎ෆᐜ 

 ᩍ⛉┠ྡ 㝈ᩘ カ⦎ෆᐜ 

Ꮫ 
 

⛉ 

䠫䠝ᶵჾ  㻠㻜 䝟䝋䝁䞁䞉䝋䝣䝖䜴䜶䜰䛾ᇶ♏▱㆑ 

⤒⌮ົ 㻡㻢 ⡙グィ䛾ᇶ♏▱㆑ 

䛭䛾 㻢㻠 ♫䚸య⫱䚸Ᏻ⾨⏕ 

ᐇ 
 

ᢏ 
♫⏕ά 

䝇䜻䝹 
㻤㻜 

䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁䚸 

䜾䝹䞊䝥䝽䞊䜽➼ 

⤒⌮ົ 

ᐇ⩦ 
㻢㻠 ศ䛡ᐇ⩦䚸Ỵ⟬ᐇ⩦➼ 

䠫䠝ᶵჾ 

ᇶᮏᐇ⩦ 
㻞㻝㻞 

䝽䞊䝥䝻䝋䝣䝖ᇶᮏ᧯స 

⾲ィ⟬䝋䝣䝖ᇶᮏ᧯స 

䠫䠝ᶵჾ 

ᐇ⩦ 
㻝㻤㻜 

䝥䝺䝊䞁䝔䞊䝅䝵䞁䝋䝣䝖䚸 

䝡䝆䝛䝇䝋䝣䝖ᇶᮏ᧯స➼ 

䛭䛾 㻢㻠 
Ᏻ⾨⏕సᴗἲ 

⥲ྜసᴗ䚸⥲ྜ₇⩦సᴗ 

 

㸱 ࣥࢮࣞࣉᢏἲ実㊶カ⦎ 

(1) ⪅⤂ࡢࣥࢮࣞࣉไస 

33T のᇶ本᧯సにおいては、ඛに㏙たカ⦎カリキࣗラ

ムにおいてᩍဨが個別対応し習得している。本₇習では、

者⤂介సရไసであるため、323 のࢳームෆで┦ᡭへイ

ンタビࣗーを行うᚲ要がある。リラックスした場㠃を持ࡕ、

┦ᡭに័れインタビࣗーをに㐍めるために、指ᑟィ⏬

に、「休ࡳ時間のඹ有」をミッションとし、ヰす機会をቑࡸ

した。 

本ᰯが障害者ᰯであり、そこでᏛࡪ௰間であることから、

それࡒれの障害を理ゎしようとするጼໃがあった。 

おいのඹ㏻点を見ฟし、活発な意見交ができており、

いにከくのデータを入ᡭできていた。 

研究の方法とした、ձඹにヰし合い（ࣆ）㸻ሗ集、

ղ自分で㸻ሗຍᕤ、ճ者に㸻ሗ発信の一㐃のస業は

ほࡰ成功しているように見えているが、ྛ自のリフࣞクシ

ョンシートには、これらのస業で、 

「自分のことをどう思われているのだろうかと考えてしまう」 

「相手との関係を考えると、自分に自信がなくなる」 

といった㡯目をྵࠗࡴ自己否定࠘に関する動向がከく見ཷ

けられた。また、 

「人との関わりがストレスだ」 

「相手のことは考えたくない」 

のࠗ者否定࠘もあった。 

 ཎᅉᖐᒓࡢ323࡛ (2)

本₇習ではよりよいコミࣗࢽケーションの構築を推㐍

するための₇習として実践し、対➼な❧場としての323を

‽ഛしながらも、対人ⱞᡭ意㆑が強くᾋかび上がった。 

対人ⱞᡭ意㆑が生ࡌる理⏤について、┦ᡭのࡏいだと思

っているならば、┦ᡭを否定する気持ࡕが強く、また㏫に、

自分のࡏいで┦ᡭに対人ⱞᡭ意㆑を感ࡌてしまうと思って

いる場合は、┦ᡭを否定する気持ࡕはᙅいと考え、自分自

身を否定する傾向が高くなると考えられる。 

あらࡺるカ⦎において、１：１のཎᅉᖐᒓに関する調ᰝ

はᚲ㡲と言える 

 

 Ꮫ習効果ࡢ場⌧ࢫࢿࢪࣅ  ４

障害者ᩍ⫱にᗈく῝くコミࣗࢽケーションࡸ文❶⬟ຊ

の⫱成を㐍めているが、後᭦にこれまでの活動を㋃まえ

た高い職業人としてのど㔝を持った人ᮦᩍ⫱を㐍めていく

ことがᚲ要である。本実践から᫂☜になった障害者の対人

ⱞᡭ意㆑のཎᅉᖐᒓについて職業ᩍ⫱の❧場から᭦に研究

を㐍める。 
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1 ⏕ά䝸䝈䝮、ᣢ⥆ຊ、㨚ⓗなẼศ䛻な䛳䛯のᑐฎ、䝇ト䝺䝇せᅉᩚ理・ᑐฎ、ᤊ䛘᪉のᖜ䜢ᗈ䛢䜛

2

3

4

5

6

㻣

8

⏕ά䝸䝈䝮、య調⟶理、ᑵປ᮲௳ᩚ理（ᑐே㠃、ᴗົ㔞）

䝇ト䝺䝇せᅉ・ᑐฎ、ᑵປ᮲௳ᩚ理（⤥ᩱ）、㞀ᐖの㛤♧・㠀㛤♧᳨ウ

⏝┠ⓗ・ᨭㄢ㢟

⏕ά䝸䝈䝮、Ẽศ変ືのᢕᥱ、䝇ト䝺䝇ᑐฎ、㞀ᐖの㛤♧・㠀㛤♧᳨ウ

⏕ά䝸䝈䝮、ᤊ䛘᪉・⪃䛘᪉のᖜ䜢ᗈ䛢䜛、⮬ᕫᙇ

⏕ά䝸䝈䝮、సᴗ⪏ᛶ、䝇ト䝺䝇せᅉᩚ理・ᑐฎ、⮬ᕫᙇ

⏕ά䝸䝈䝮、䝇ト䝺䝇せᅉᩚ理・ᑐฎ、ᤊ䛘᪉のᖜ䜢ᗈ䛢䜛

⮬ᕫᙇ、䝇ト䝺䝇せᅉᩚ理・ᑐฎ、㞀ᐖの㛤♧・㠀㛤♧᳨ウ

Ẽศ㞀ᐖ࠶ࡢる᪉ࡢ職ᴗ‽ഛᨭに㛵する୍考察 

㸫ศ㞀ᐖ⪅職ᴗࢱࣥࢭーにࡅ࠾る㐺ᛂᨭࡢ࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝実≧ἣ㸫 
 

  ᕸ 㡰Ꮚ（分障害者職業センター 障害者職業カウンセラー）ۑ

ᇼ ᏹ㝯・山ཱྀ ྍ㑣Ꮚ（分障害者職業センター） 

ᕷᕝ ⍠⍵Ꮚ（ඖ 分障害者職業センター(⌧ 㟼ᒸ障害者職業センター)） 

 

㸯 ┠ⓗ 

 分障害者職業センター（以ୗ「職業センター」とい

う。）では、職業‽ഛ支援にᑟ入された気分障害者㐺応支

援カリキࣗラム（以ୗ「㐺応支援カリキࣗラム」という。）

の試行実センターとして、平成30年度に㐺応支援カリ

キࣗラムを実した。 

本✏では、試行実の結果を㋃まえて、気分障害を有す

る職業‽ഛ支援ཷㅮ者の≉ᚩ、変化を考ᐹすることで、就

職活動支援におけるポイントを整理する。 

 

㸰 ᪉ἲ 

(1) ᑐ㇟⪅ 

平成30年度に試行実した、㐺応支援カリキࣗラムཷㅮ

者㸶ྡを対㇟とする。 

(2) ㄪᰝෆᐜ᪉ἲ 

㐺応支援カリキࣗラムをཷㅮした㸶ྡの障害者ྎᖒ・支

援経㐣から、㞳㌿職の回数ࡸ㞳職理⏤、㐺応支援カリキࣗ

ラムの用目的、㐺応支援カリキࣗラム用前後の障害の

㛤示・㠀㛤示に対する考え、⤊後の就職状ἣ（以ୗ「ᖐ

すう」という。）について整理した。 

ຍえて、㐺応支援カリキࣗラムでタ定されたㅮᗙ（以ୗ

「プログラム」という。）のཧຍ状ἣࡸ習得度について、

ᢸᙜの支援シスタント４ྡにࣄリングを行い、分ᯒを

行った。 

 

㸱  結果 

(1) 㐺ᛂᨭཷ࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝ㅮ⪅ࡢ≉ᚩ 

表１は、障害者ྎᖒ・支援経㐣をもとにまとめた、年

度の㐺応支援カリキࣗラムཷㅮ者のᒓ性である。 

 

⾲㸯 ཷㅮ⪅ࡢᒓᛶ࣭㞀ᐖࡢ㛤♧࣭㠀㛤♧に㛵するព  ྥ

 

 

 

⾲㸰 ཷㅮ⪅ࡢ㞳職⌮⏤࣭యㄪᝏࢱࣃࡢー  ࣥ

 

 

⾲㸱 用┠ⓗ࣭ᨭㄢ㢟 

 

 㞳職⌮⏤࣭用┠ⓗ 

表㸰・㸱からは、㞳職理⏤と体調ᝏ化のパターンが一⮴

していることがうかがえた。 

㐺応支援カリキࣗラムの用目的としては、生活リࢬム

の⥔持、ストࣞス対ฎの整理・習得、ᤊえ方のᖜをᗈࡆる、

障害の㛤示・㠀㛤示をྵめた就労᮲௳の整理、㐺度な自己

ᙇの方をᏛࡪ、がඹ㏻している。 

 ࠺ᖐす 

１ྡは㠀㛤示で就職しているが、ᙜヱケースは高ᰯ༞業

後、Ꮫᾉ人を」数年⥆けており、社会経験にஈしいケー

スであった。㐺応支援カリキࣗラムཷㅮᙜึは障害を㛤示

してのồ職活動を希ᮃしていたが、⤊時点ではྠ年௦の

人ࡸ、ぶ᪘のᙳ㡪をཷけて「ⱝいうࡕに自分のຊを試し

たい」と意向が変化し、障害を㠀㛤示にしてồ職活動を

行った。⌧ᅾは、支援機関、職業センターで定期┦ㄯを行

い、職場定╔のࢧポートを行っている。 

支援ᣄ否の１ྡについては、高度なᢏ⾡職を希ᮃしてい

ること、支援者による支援がプࣞッシࣕーになるとのッえ

から、支援は㏵ษれている。また、１ྡはᐙ事・⫱ඣとの

୧❧でồ職活動を中断している。 

 ཧຍ≧ἣ࣭習ᚓᗘࡢ࣒ࣛࢢࣟࣉ (2)

上記㸶ྡの支援に関わった支援シスタントに対して、

ࡌリングを行った。ྛケースがプログラムのཷㅮを㏻ࣄ

て、⤊時にどのように変化したかに↔点を⤠って⫈ྲྀし 

ᖺ㱋 デ᩿ྡ ᡭᖒ ⏝ᙜึ ⤊Ⅼ ᖐ䛩䛖

1 20௦ᚋ༙ 䛖䛴 ᭷ 㛤♧ 㛤♧ ᑵ職（䠦䠟実）

2 30௦๓༙ 䛖䛴 ᭷ 㛤♧ 㛤♧ ᑵ職（䠦䠟実）

3 40௦๓༙ ᴟᛶ㞀ᐖ ᭷ ᳨ウẁ㝵 㛤♧ ᑵ職（䠦䠟実）

4 30௦๓༙ 䛖䛴、Ⓨ㐩㞀ᐖのഴྥ ᭷ ᳨ウẁ㝵 㠀㛤♧ ᨭᣄྰ

5 30௦๓༙ 䛖䛴、䜰ルコール౫Ꮡ ᭷ ᳨ウẁ㝵 㛤♧ ᑵ職（䠦䠟実）

6 20௦๓༙ 䛖䛴 ᭷ 㛤♧ 㠀㛤♧ ᑵ職

㻣 40௦ᚋ༙ 䛖䛴 ᭷ 㛤♧ 㛤♧ ồ職άື中

8 20௦ᚋ༙ 䛖䛴 ᭷ 㛤♧ 㛤♧ 中᩿

1
2
3
4
5
6
㻣
8 䝜ル䝬、䝛䝏䝛䝏ゝ䛖ୖྖ、ⱞᡭなே、合䜟な䛔䊻㐣྾䊻┠╆、ྤឤ

㞳職理⏤・య調ᝏ化のパ䝍ーン
ே䜈のẼ㐵䛔、᫂䜛䛟䜅䜛䜎䛖䛣䛸䛷⑂ປ
䜅䛸䛧䛯䛻不Ᏻ䛻な䜚、䝛䜺䝔䜱䝤䛻な䜛

ルール䜢Ᏺ䜙な䛔ே䜈のᑐᛂ、⪅䛜ูの⪅䜢ᨷᧁ䛩䜛
ୖྖの㧗ᅽⓗなᑐᛂ䊻⿕ᐖⓗなཷ䛡ྲྀ䜚のᙉ化䊻ື、不╀、⑂ປឤ

ே㛫㛵ಀ（⮬信㐣なே䜔㧗ᅽⓗなே）䊻ྤ、㌟య䛜ື䛛な䛔、㣧㓇、䛖䛴
࿘ᅖ䛛䜙ᝏ口䊻㏨䛢ฟ䛧䛯䛟な䜛䊻㉳䛝ୖ䛜䜜な䛟な䜛、㐣╀
ከᛁ䊻᪩ᮅぬ㓰、♫䛜ᛧ䛔、ྤ䛝Ẽ
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た。ࣄリングの結果は、表４にまとめている。 

 

４  考察 

プログラムཷㅮを経て、自身の体調のἼࡸ考え方のⒷ、

ストࣞスࢧイン➼について気࡙きが得られた者ࡸ、ồ職᮲

௳でᢡり合いをけられた者は、ồ職活動が比㍑的スムー

 。傾向がうかがえたࡴに㐍ࢬ

一方で、自身の認▱㠃の≉ᚩࡸストࣞス場㠃・ストࣞス

インについての気࡙きが得られなかった者、障害の㛤ࢧ

示・㠀㛤示についてᝎࡴ者は、ồ職活動が㞴⯟し、長期化

する傾向がうかがえた。 

これらを㋃まえ、気分障害を有する者の就職活動支援を

スムーࢬに行うポイントとして、ḟのように整理した。 

１点目として、プログラムཷㅮ前の┦ㄯで本人のᅔり感

を整理し、ㄢ㢟を認㆑してもらうことがᣲࡆられる。⌧状、

㐺応支援カリキࣗラムの期間は᭱12㐌間でタ定されてお

り、この期間ෆで体調の安定ࡸ自己理ゎを῝めるྲྀ⤌、さ

らにはồ職活動を୪行することは、㞴しいと実感している。

≉に、気分障害自体、ែにἼがあり、気ೃࡸ᪥ᖖ生活の

่⃭からも、ᙳ㡪をཷけࡸすい。ケース㸵は、ึ回┦ㄯか

ら職業‽ഛ支援の用に⮳るまでに１年間を要している。 

カリキࣗラムཷㅮ前に体調を整え、またྲྀり⤌ࡴきㄢ㢟 

について、┦ㄯࡸ体験用を㏻して動機けをᅗることは、 

プログラムの習得ࡸồ職活動にもᙳ㡪すると考える。 

㸰点目は、対㇟者の状ἣに応ࡌたᰂ㌾なカリキࣗラム⦅ 

成の重要性である。㐺応支援カリキࣗラムは、気分生活ᨵ 

ၿプログラムࡸ認▱行動療法、ࢧーション、ン࢞ーコ

ントロール➼、ㅮᗙࡸグループミーティングを㏻しての振

り返りがとなっており、自己理ゎが῝まるような構成に 

 

なっている。しかし、ケース４ࡸ㸴のように、プログラム

の理ゎ度が不༑分であったり、者の意見をཷᐜし㎞かっ

たりするケースもࡳられた。こうしたケースについては、

対㇟者の状ἣに応ࡌてㅮᗙのෆᐜを平᫆にしたり、発㐩障

害者を対㇟に実している就労支援カリキࣗラムのㅮᗙを

ཷㅮしたり、ᰂ㌾なプログラムᥦ౪を行うことがᚲ要と考

える。 

㸱点目は、就労᮲௳の整理である。ケース㸴以እは一般

業での就労経験があり、༙のケースが障害の㛤示・㠀

㛤示については用期間を㏻ࡌてᝎࢇでいる。本人の体調

のἼࡸ㈇ᢸの少ないົ時間から、体調を⥔持し無理なく

ാき⥆ける᮲௳を整理することが、ồ人とのマッࢳングに

も⧅がると考える。 

上記㸱点の就職活動支援をスムーࢬに行うポイントにつ

いては、これまでの支援の中で✚したノウハウを活用し、

効果が得られつつあると思われる。 

しかし、㸱点目の就労᮲௳の整理に関しては、体調の⥔

持ࡸ≉性を考慮し障害を㛤示してാきたいと希ᮃするもの

の、ᐙ᪘のᢇ㣴ࡸᑗ来的な入を考えてᦂれ動き、㠀㛤示

による応ເを考える者もいる。支援者から見ても、ែか

ら障害を㛤示しての就職を່めた方がⰋいと思われる一方

で、生活㠃を考慮すると㠀㛤示での就職活動も່めた方が

Ⰻいのか、もどかしく感ࡌる場㠃がこれまでもあった。 

ാくᙜ事者が生活㠃についてጇ༠を強いられるだけでは

なく、㞠用᮲௳の㠃について社会的にもᨵၿがᅗられ、生

活㠃の安定がಖ障されるように、障害者㞠用の㉁が向上し

ていくことを期ᚅしたい。 

⾲４ ᨭシࣥࢱࢫトࡓࡵࡲࡽࢢࣥࣜࣄࡢ用๓ᚋࡢኚ 

1

2

3

4

5

6

㻣

8

⏝ᙜึの≧ἣ ⤊Ⅼ䛷の≧ἣ（変化）
・ᑵປ⛣⾜ᨭᴗᡤ䛷㆑䜢ᚓ䛯ୖ䛷職ᴗ‽ഛᨭ䜢⏝䚹
・Ẽศの不Ᏻᐃ䛥䜔⮬信のな䛥䛜䛖䛛䛜䛘䛯䛯䜑、ᙜึ䛿ᑵປ⛣⾜ᨭᴗᡤ䛸ే⏝䛧、㐌2᪥䛛䜙
⏝䚹
・⤥㠃䜢⪃䛘䛶㠀㛤♧䛻よ䜛ᑵ職䛸ᝎ䜐䚹

・ㅮᗙ䛂㞀ᐖの㛤♧・㠀㛤♧䛃䜢ཷㅮ䛧㛤♧䛻よ䜚ồ職άື䜢⾜䛖䛣䛸䛻䚹
・⏕άグ㘓⾲䜔䜾ルー䝥䝭ー䝔䜱ン䜾䜢㏻䛧䛶、Ẽศの変化䛻Ẽ䛟䚹
・䜾ルー䝥䝭ー䝔䜱ン䜾䛷ฟ䛯ពぢ䜢ྲྀ䜚ධ䜜、ヨ⾜䛩䜛䚹

・䜰ル䝞䜲ト（ኪ）䛸୪⾜䛧䛶⏝、ᑡ䛧䛪䛴᪥ᩘ䜢ቑ䜔䛧䛶䛔䛟䚹
・࿘ᅖ䜢Ẽ䛻䛧䜔䛩䛔䚹

・䝥䝻䜾䝷䝮䜢㏻䛨䛶、⮬㌟のయ調䜔職Ṕ䛻䛴䛔䛶䜚㏉䜚䛜䛷䛝䛶䛔䛯䚹

・䜉䛝ᛮ⪃・ⓑ㯮ᛮ⪃䛜ᙉ䛟、ཷㅮ⪅䛛䜙ᩗ㐲䛥䜜䜛䚹
・┿㠃┠䛷ឤの㉳అ䛜大䛝䛔䚹

・㆑䛜῝䜎䛳䛯䚹
・䛂ே䛿変䛘䜙䜜な䛔䛃䛸Ẽ䛵䛝、ឤの㉳అ䛜ⴠ䛱╔䛔䛯䚹

・職ே䜢┠ᣦ䛧䛶䛔䛯䚹
・⪅のពぢ䛻ᑐ䛧䛶䛂䛔䜔、⮬ศ䛿䛃䛂䛷䜒䛃䛸⿕䛫、㡹な䛰䛳䛯䚹

・䝥䝻䜾䝷䝮の理ゎᗘ䛜不༑ศ䛷変化䛿ぢ䜙䜜な䛛䛳䛯䚹
・సᴗᡭ㡰の理ゎ䛻㛫䜢せ䛧、䜟䛛䜙な䛔䛸ື䛝䛜Ṇ䜎䜛䛜㉁ၥ䛿䛧な䛔䚹సᴗ
䛿不ჾ⏝䚹

・ጔᏊ䛜お䜚㠀㛤♧䛷のᛂເ䜢᳨ウ䚹 ・䝥䝻䜾䝷䝮䜢㏻䛨䛶、㞀ᐖཷᐜ䛜䛷䛝䛯䚹
・ാ䛝な䛜䜙䛷䜒㛫䛿ᘏ長䛷䛝䜛、䛸┦ㄯの中䛷ാ䛝䛛䛡䜢⾜䛔、䜎䛪䛿長䛟ാ䛟
䛯䜑䛻↓理のな䛔ാ䛝᪉䛛䜙䝇䝍ート䛩䜛䛣䛸䛻な䛳䛯䚹

・㛤♧ᕼᮃ䚹
・䜰ル䝞䜲ト䛸୪⾜䛧䛶⏝䛧、㐌1䡚2ᅇの⏝䚹
・♫⤒㦂䛜ᑡな䛟、ᒚṔ᭩సᡂ䛻㛫䜢せ䛧、䜎䛯㠃᥋䛷のཷ䛡⟅䛘䜒不༑ศ䛰䛳䛯䚹

・䜰ル䝞䜲ト䜔㐜้のᙳ㡪䛷、㏻ᡤ᪥ᩘ䛿ఙ䜀䛥䛪䚹ཷㅮ䛧䛶䛔な䛔ㅮᗙ䜒」ᩘ䛒
䜛䚹
・♫⤒㦂の不㊊䛸理ゎຊのᙳ㡪᪉䛜䛖䛛䛜䛘䛯䚹

・య調䛜不Ᏻᐃ䛷、ึᅇ┦ㄯ䛛䜙職ᴗ‽ഛᨭ⏝䜎䛷䛻⣙1ᖺ㛫䜢せ䛧䛯䚹
・⏝ᙜึ䛿᮶ᡤ䛩䜛䛰䛡䛷⑂䜜ษ䛳䛶お䜚、䜾ルー䝥䝭ー䝔䜱ン䜾䛷䛿ពぢのグධ䛜㏣䛔䛴䛛な䛛䛳
䛯䚹

・ⱝᖺの⏝⪅の䝃䝫ート䜔ຓゝ䜢⾜䛳䛯䜚、PCసᴗ䛷㐍ᤖ⟶理䜢ྲྀ䜚ධ䜜䜛䛣䛸
䛷、ᑵᴗのឤぬ䜢ྲྀ䜚ᡠ䛧䛶䛔䛳䛯䚹

・㐌㛫䜚㏉䜚䛷䜚㏉䜚䜢䛧䛶䜒ឤ䛜ฟ䛪、య調の変化䛻Ẽ䛛な䛛䛳䛯䚹
・⣡ᚓ䛷䛝な䛔䛸䜲䝷䜲䝷䛜⾲䛻⌧䜜䜛䚹
・ㅮᗙのෆᐜ䛿⾲㠃ⓗな理ゎ䛻Ṇ䜎䛳䛶䛔䛯䚹

・╀Ẽ䛜⥅⥆䛧、Ẽᣢ䛱の不Ᏻᐃ䛥䛜ぢ䜙䜜䛯䚹
・㛤♧䜢Ỵ᩿䛩䜛䛜、ጔᏊ䜢㣴䛖䛯䜑୍⯡ồே䜈のᛂເ䜢ᕼᮃ䚹
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⢭神㞀ᐖ⪅ࡢㄆ▱ࢫࣂ㸦೫ࡾ㸧ࡸㄆ▱ᶵ⬟に≉ࡓࡋ 

ᑵປᨭࡢ࣒ࣛࢢࣟࣉ実㊶ሗ࿌ 
 

 （ービス⟶理㈐௵者ࢧ る 就労移行支援事業所ࡩ社会⚟♴法人はーと）ᕤ藤 㐩ۑ
 

㸯 ࡵࡌࡣに 

ᙜ就労移行支援事業所の≉Ⰽとして、事業所ෆの」数の

ఝ就労体験でのカ⦎をᥦ౪しているが、㏆年、認▱プロ

グラムをᑟ入し、就労支援ࢧービスをけ合わࡏることで

就労の定╔において一定の実⦼を上ࡆることができた。 

本ሗ࿌では、認▱バイス（೫り）ࡸ認▱機⬟に≉化した

就労支援プログラムが精神障害者への効果的な支援である

ことを考ᐹする。 

 

㸰 実㊶ࡢ⫼ᬒ 

就労支援において実㝿の就業場㠃でのカ⦎は有効だと▱

られているが、ᙜ事業所のఝ就労体験を㏻してジョブ

マッࢳングを合わࡏられたが、結果的に就労の定╔が⥅⥆

しないというケースがቑえていた。そこで᪂たに認▱バイ

、ࢁ認▱機⬟にὀ目し認▱プログラムをᑟ入したとこࡸス

平成30年度は就労定╔100㸣の実⦼をあࡆられる成果を実

⌧することができた。 

 

㸱 ࣓ࢱㄆ▱トࣞーࢢࣥࢽ㸦0&7�-㸧 

本プログラムは2007年にࢻイࢶの0orit]ᩍᤵらによって

㛤発された⤫合ኻ調症向けの認▱行動療法的プローࢳの

一つであり、᭱㏆では、発㐩障害ࡸ気分障害などの⤫合ኻ

調症以እの精神障害にも応用されている。 

認▱行動療法的プログラムとして、心が不調な時にはど

のような考えࡸ判断をしてしまう≉ᚩがあるのかをሗと

してᏛび、不安を感ࡌたり、ⴠࡕ㎸ࡳが見られたりしたと

きに、不調となるきっかけの状ἣࡸ不安時の対ฎ方法を見

つけることができた。また、人間には認▱バイスがある

ことをᏛࡪことができるෆᐜとなっている。 

 ⤂ࡢーࣝࣗࢪࣔ (1)

１、ཎᅉᖐᒓࠝ者を㈐める傾向  ࠞ

㸰、結論への㣕㌍Ϩࠝデータ集の೫り  ࠞ

㸱、思い㎸ࡳを変えるࠝ強い思い㎸ࡳ  ࠞ

４、ඹ感することϨࠝ心の理論Ϩ  ࠞ

㸳、記᠈ࠝ記᠈への㐣信  ࠞ

㸴、ඹ感することϩࠝ心の理論ϩ  ࠞ

㸵、結論への㣕㌍ϩࠝデータ集の೫り  ࠞ

㸶、自ᑛ心ࠝᢚうつ思考スタイル  ࠞ

(2) ཧຍ⪅ࡢឤ࣭࣒ࣛࢢࣟࣉ効果 

 。考え方、≀事のとらえ方がᰂ㌾になった ۑ

 。いにするⒷがわかったࡏ人のࡸࡳ思い㎸ ۑ

自分をᐈほ的に見たり考えられたりできるように ۑ

なった。 

 。࿘りに感ㅰできるようになった ۑ

 。だと思っても㡹ᙇれるようになった᎘ ۑ

 

プログラム効果として、心が不調な時の状ែをプログラ

ムෆでඹ㏻認㆑にしているため、「心が不調な時であれば

どうしたらいいのか」をヰし合うことがྍ⬟になった。 

結果的にཧຍ者の考え方ࡸᤊえ方がᰂ㌾になり、自身の

思い㎸ࡳがどのような判断の間㐪いを㉳こしࡸすいのかを

Ꮫࡪ機会となった。 

 

４ ㄆ▱ᶵ⬟ࣜࢸࣜࣅࣁーシࣙࣥ㸦-�&25(6㸧 

㏆年、メリカで生まれた「認▱▹ṇ療法」が精神障害

をᢪえる人の社会ᖐにきな効果を期ᚅできることが᫂

らかになってきている。そのල体的なᡭẁが㐌㸰回パソコ

ンをったトࣞーࢽングを⧞り返す「1($5」がὶになり、

気によってᦆなわれてしまった認▱機⬟が回すること

で、社会ᖐが実⌧できるようになったと言われている。 

ᙜ事業所では１回１㹼㸰時間のプログラム構成で、㐌㸰

回のパソコンをったトࣞーࢽングと、㐌１回の言ㄒグ

ループというグループ࣡ークを実している。また、プロ

グラム㛤ጞ前と⤊後に⤫合ኻ調症認▱機⬟⡆᫆評価尺度

（%$&6--）の検ᰝを実し、ᅗ１、㸰、㸱、４のように 

対㇟者へ目で見える形で評価の振り返りを実している。  

 

ᅗ㸯 2�௦⏨ᛶࠊ⤫ྜኻㄪ 
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ᅗ㸰 4�௦ዪᛶࠊ⤫ྜኻㄪឤ㞀ᐖ 

 

ᅗ㸱 3�௦ዪᛶࠊẼศ㞀ᐖ㸸ࡘ࠺ 

 

ᅗ４ 2�௦⏨ᛶࠊẼศ㞀ᐖ㸸ᴟᛶ㞀ᐖ 

 

５ 実㊶ࡢ効果ᚋࡢㄢ㢟 

精神障害者への就労支援はാくための支援だけではなく、

ാき⥆けるためのᇶ本的な生活㠃の支援がᚲ要となる。 

実践の効果として精神状ែの不安定さに対ฎするための 

認▱バイスを理ゎすることは有効であり、認▱機⬟の 

状ែࡸ得意・不得意を理ゎし、その≉ᚩを㋃まえて事・

生活ができるように目指す認▱機⬟リハビリテーションは

有効である。 

高 {ʟͿによれば、人は強いストࣞスを感ࡌると気分がⴠ

だり、悲ほ的に考えたり、体が重くなったりなどのࢇ㎸ࡕ

否定的な気分ࡸ身体反応は、その人の認▱のṍࡳをもたら

し、行動にၥ㢟を生ࡌさࡏることにつながり、その認▱の

ṍࡳに対して認▱行動療法が有効であると▱られている。

もっとも、認▱行動療法によって療できるのは、あくま

でも「認▱のṍࡳ」にすࡎࡂ、認▱機⬟のㄢ㢟がṧされた

ままとなっていることにὀ意しなければならないと言われ

ている。認▱▹ṇ療法は、社会ᖐのためにᚲ要となる᭱

もᇶ本的な⬟ຊを回、向上さࡏることを目指す療法で

ある。 

認▱プログラムは療法という専門的な実践のため精神

⛉་療機関の中で実されているのが⌧状である。精神障

害者への就労支援として実践ሗ࿌が少なく、効果的な実践

と▱られていないことがㄢ㢟であるため、実践ሗ࿌を⥅⥆

していくことで、ከくのᆅᇦで実践されるようにᬑཬする

ことをᮃࢇでいる。 

 

【ཧ考文献】 

1) 㧘ᶫኴ㑻：認▱行動療法とはఱか 

認▱▹ṇ療法は認▱機⬟そのものをᨵၿする 

「⤫合ኻ調症患者とᐙ᪘が㑅ࡪ社会ᖐを目指す認▱▹ṇ療法」 

383-87、ᗁ⯋（2017） 

 

【連絡先】 

ᕤ藤 㐩 

社会⚟♴法人はーとࡩる 

就労ࢧポート・のだ 

e-mail：V.V.noGa@Far.oFn.ne.MS 
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⢭神㞀ࡢ⪅࠸ࡀᑵ職࣭㉳ᴗጉࡆるࡢࡶክࡢ実⌧࡚ࡗྥ 
 

 （「ࢁＡここ」ークルࢧランティ࣎）  ㏆藤 ඞ一ۑ

ᰘ⏣ ᑠኪᏊ（࣎ランティࢧークル「Ａここࢁ」） 
 

㸯 ࡵࡌࡣに 

は、第20回と第25回に࣎ランティࢧークル「Ａここ

の一ဨとして、職業リハビリテーション研究・実践発「ࢁ

表会で発表さࡏていただいた。も変感ㅰしている。 

 

㸰 ㉳ᴗࠊᑵ職ࡢᣮᡓࡢࡑኻᩋ 

第25回の職業リハビリテーション研究・実践発表会で発

表した障がい者と一般ᖖ者のඹྠトリエは、フリー

マーケットに行くのをఱ度か行い、そしてⰍࠎ考えたのだ

が、᭱⤊的に無理だとわかった。 

はᘬ㏥しているが、会社社長をࡸっていた∗に言われ

た。「㏻ってくるメンバーに（そのメンバーに障がい者が

ྵまれる）もしもの事があり、メンバーが入㝔したとか、

ఱか㆙ᐹが関わる事௳が㉳こるとか、そういう場合、どう

㈐௵とるのか。」変なၥ㢟だ。㝔に㏻っている自分で

は㈐௵をとる事はできࡎ、でも症状がฟそうな時がは

あり、それだけでも変なので無理があった。断念した。 

その、ձᖖഛ⳯ᩱ理ᩍᐊ（一人ᬽらしのお年ᐤりなど

がᩱ理ᩍᐊに㐌㸱᪥⛬㏻い、సり⨨きのおかࡎを㸰᪥㹼㸱

᪥分సって持ってᖐる。ຓかったという安心をࢧービスす

るのを考えた。）、ղᗙ⚙ႚⲔ（ႚⲔをし、ᗙ⚙も⤌め、

またおᆓさࢇの法ヰが⪺け、人生┦ㄯできる႐びとᎰしさ

の気分をࢧービスするのを考えた。）、ճ有ᩱᅗ᭩㤋（∗

に一以上ⶶ᭩があるので、それを㈚しฟし、また、有

ᩱ自習ᐊࡸイートインコーࢼーをタけ、ᘚᙜなどをฟした

り、㔝⳯をったりするのを考えた。ᆅᇦの⒵し、憩いの

場というのを考えた。）、というのもしようとした。しか

し、できなかった。というのは、一般ᖖ㆑ࡸ事経験がな

いのでどういうとこࢁでၥ㢟になるかがわからない。また、

は⤫合ኻ調症で症状は⪺こえたりしたり、Ⰽࠎ考えたり

する事だ。それで考えを整理するのがࡸっかいとか、実行

に移す以前にだめだった。฿ᗏ、㉳業など考えてࡳたが、

できないことだった。 

 それでも事はあきらめきれࡎ、ᐙでෆ職をࢁࡸうと一

度会社に㢗ࢇでࡸってࡳた。しかし、〇ရのでき上がりが

㞧でḞရがከくだめになった。ⴠ⫹した。 

                              

㸱 ࢜ーࢢࣟࢲࣥࣉᰤ㣴⒪ἲ㡢ᴦ⒪ἲ 

以上、㏙た事もあり、をⰋくする活動をそれまでよ

りもっと⥆けた。そして、ཷけた療法と考えてしてい

る事を㸱、４で言いたいと思う。 

ま࢜、ࡎープンࢲイログを、、㏻っているお་者さ

イࣖログとはࢲープン࢜。だࢇに㢗ࢇのカウンセラーさࢇ

「㛤かれた対ヰ」と言いカウンセラーࡸ┳ㆤᖌなどが患者

と、気と関係なくヰすという療法でフィンランࢻでጞ

まって成果を上ࡆているものだ。しかし、実㝿ࡸってࡳる

と、なࡐかカウンセラーさࢇがあまりᛣってくるので、結

果的には効果はあったࡳたいだが、ࡸめてしまった。 

ḟにᰤ㣴療法にᣮᡓした。⢾分をᦤり㐣ࡂない事とビタ

ミン、㕲分、たࡥࢇく㉁を㣗ရでできるだけᦤる事だった。

、がࢁ減った。とこࡪイエットもできたし、症状もだいࢲ

࿘りに賛成してくれる人があまりいないࡳたいだった。そ

れでほとࢇどࡸめてしまった。 

そして、ᰘ⏣さࢇに⪺いてጞめたのが、症状がฟたら㡢

ᴦを⫈くというのをした㡢ᴦ療法だ。㡢ᴦを⫈いている間、

症状は全にṆまっていた。それから㡢ᴦを⫈けるときは

っと㡢ᴦを⫈いている。24時間中、⫈けるときは全㒊㡢ࡎ

ᴦを⫈いていて、症状はほとࢇど㞳れられている。ၥ㢟は

㡢ᴦが⫈けない用事がある時だと思う。本をㄞめる時は本

に集中、そうでない時は㡢ᴦのメロディーをいฟしたり

している。 

それから、症状はとても減り、Ⰻくなった。もう一つ

（⸆を㣧まなくてⰋいようになる事）を目指していたが、

症状がまったらそれでⰋいと思うようになった。་者に

⸆をྲྀりに行く事がቑえるだけで、後は一般の人とྠࡌよ

うな生活を㏦れるならⰋいと思いጞめた。 

 

 Ⅽに♫にฟるⅭに࠸࡞ࡉฟࢆࢫトࣞࢫ ４

は症状はストࣞスがあるとฟࡸすいと思っている。 

そして社会でࡸっていくⅭにᚲ要な事を自分で考えている。

それは気持ࡕのၥ㢟だ。まだまだ社会にฟるには㞴しいか

もしれないが、発ᒎ㏵上なのでわかってくれたらᎰしい。

以ୗ、␒ྕをつけて言う。 

ձ 人にならなければいけない。いつまでもきいᏊ౪

ではだめだと思う。 

ղ ⏨らしくなくては。ẕのୗで⫱ったのでẕの考え方で

考えていた。それを直したいと思う。             

ճ 精神障がいはヰしをするときにฟるようだ。ヰし方を

直ࡏばよい。また、考え方が㣕ࢇで、ヰしているとし

たいࡳとしたら整って来るࢇࡷࡕどい。生活習័をࢇ

だ。 

մ ⤫合ኻ調症の人、の経験では就労⥅⥆支援㹀ᆺに
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㏻ってⰋくなるのに15年以上かかると思う。そしてᚲ

Ⰻくなると思う。それからなら、就職して㸱㹼㸳年ࡎ

でࡸめる事はないと思う。長い自分との㜚いだ。ㅉめ

ないことだと思う。は15年㏻っているが、ࡪり返し

はあっても後がࡦどくならない。ẁࠎⰋくなっている。 

յ 症状がฟてもᾘࡏるようになって、いくらฟてもᾘࡏ

ると自信ができるようになったらኵだと思う。 

ն の経験だが、スポーࢶすると発ᩓして気がⰋくな

ると思う。考え㐣ࡂの気持ࡸࡕストࣞスがスポーࢶす

るとᛀれてしまうような気がする。後、ᜊឡも気持ࡕ

を᫂るくしてくれるのでⰋいと思う。、本ᙜにୡの

中にἢったຮ強をし、自分が実㝿に㹓㹎したຮ強をす

ると「わかる、できる。」という気持ࡕがくいて

きて気持ࡕのもࡸもࡸを྿き㣕ばࡏるのですࡈくⰋい

と思う。コンプࣞックスからゎỴされるのできいと

思う。は症状がだいࡪᾘえててから、この㸱つを

っていると思う。 

շ 㸶年前、が一般の人に気の事をこと⣽かく全て

ㄝ᫂して、全て見ࡏて⤫合ኻ調症のண㜵を考えてୗさ

いと言った。その結果、ࠗࢨリ࠘があるᐑᆅᇦ

の人がఱ人か「考え㐣ࡂない。」という事を考えた。

、をⰋくしていて「考え㐣ࡂない。」とはとても

Ⰻいと思う。᭱㏆、とつながりのある⚟♴の職ဨさ

ࡳはどう思うか⪺いて「。ないࡂ考え㐣」ఱ人かにࢇ

た。「Ⰻいかもしれない。」という意見がከかった。

が⤫合ኻ調症をⰋくしようとしているが、そこでṧ

念なのは、に⮳る療法がまだ☜❧されていない

事だと思う。でも、⨯った者にとっては、これ⛬ⱞし

い気なのかをつく࡙く思う。だから療法がまだ無

いならண㜵法を考えてもらってこの気を避けてḧし

いと思う。このⱞしࡳをわう人がቑえてḧしくない

と考えた。 

ո リーグのヰになるが、㇂㑅ᡭのいるエンࢮルスに

ᅾ⡠していたジム・࣎ットᢞᡭのヰを⪺いて、ḟの

ような事を考えた。障がいはハンディだと思う。その

ハンディをດຊしてඞ᭹したら、一般ᖖ者とྠࡌよ

うな事ができると思う。それには変なດຊが要るࡳ

たいだ。しかし、ྍ⬟性はある。パラリンࣆックは重

要だが、は精神障がいのパラリンࣆックまでのୡ⏺

で⤊わりたくない。もっと上の࢜リンࣆックのある一

般ᖖ者のᬑ㏻のୡ⏺で生きたい。でも、そࢇなດຊ

できるか㸽変だ。一Ṍ一Ṍだ。そして、その気持ࡕ

をᛀれࡎ生きていく事がษだと思う。 

չ の経験では、⤫合ኻ調症の本ᙜにᅔる事は、自分の

考えている事に、ఱか症状の考え（ᗁ⫈も⫈ぬにッえ

る考えと考え、の症状もྠࡌような考えと考える）

がᾋかࢇできて、自分の本ᙜの考えがメࣕࢳメࣕࢳに

なってしまう事だと思う。この本ᙜの考えと症状の考

えを整理して༊別しきる事がにはまだできていない

ようだ。これを整理しきらないと社会にฟる事とかฟ

来ないと思う。すࡈく㞴しいことだと感ࡌる。一般の

方が⤫合ኻ調症の精神障がい者に㣕ࢇだ考えとか変

わった考えとか感ࡌるのは、おそらくこれではないか

と思う。すࡈく㞴しい事だと思う。ࡺっくりࡸってい

こうと思う。 

պ ⤫合ኻ調症の人が症状をᾘࡏるようになったら、上の

㣕ࢇだ考えとか変わった考えを Ꮡしながら㐣ࡈして

いくと、その考えを気にࡸられていない考えとして

ฟࡏる。は⤫合ኻ調症の精神障がい者はⱁ⾡ࡸ⏬

がฟ来ると考えている。それは上記のような考え方で

ฟされた考えは⌋しいものがከいのではと思うからだ。

自身、社会ᖐにᙺ❧てればᎰしいのだがと思って

いる。 

 

ࡅᠱࡢክシࣙࣥΎᤲ࣐ࣥ ５  ʟ

イエットができて症状がまってから、රᗜ┴すᐑᕷࢲ

の自Ꮿから、㜰ᕷす成༊のࠗࢨリ࠘のマンションΎ

ᤲに行っている。㐌４᪥、１᪥１ヶ所から㸰ヶ所、１時間

༙から㸱時間している。⥆いている。体ຊがついてきたよ

うだ。この事でついたຊを生かしてఱか事をしよう。

の㸵年前の第20回職業リハビリテーション研࠘リࢨࠗ

究・実践発表会で発表した⤮本〇సなどでつけた自信とᩍ

えて㡬いているస業する習័はきなຊだ。社会ᖐとい

うክのᠱけᶫへ㐍ࢇでいく。気は長年かかるが、気持ࡕ

ḟ第だと思う。そして、就職もできるようになりたい。 

また、この発表をこれから就職していく障がい者のⓙさࢇ

などに生かしていただければᎰしいと思う。まで支えて

くれた࣎ランティࢧークル「Ａここࢁ」のⓙさࢇ、ᰘ⏣

さࢇ、ࠗࢨリ࠘の方ࠎ、また、ᐙ᪘への感ㅰの気持

 。を言って発表を⤊わりたいと思うࡕ
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ᑵປ⛣行ᨭにࡅ࠾るྜ⌮࡞信念にᑐする▷ᮇⓗ⦆ධ 
 
 秋山 洸亮（一般社団法人リエンゲージメント 生活支援ဨ(බ認心理ᖌ・⮫ᗋ心理ኈ)）ۑ
 
㸯 ၥ㢟࣭┠ⓗ 

は就労移行においても認▱行動療法（Cognitive 
Behavioral Therapy：CBT）がᥦ౪されるようになって

きた（e,g,:秋山, 2018）。ཌ生労ാ┬（2015）がస成した

▱ラインにἢったCBTでは自動思考に╔目し、認ࢻイ࢞

および行動の変ᐜを目指す。しかし、認▱には自動思考を

生ࡳฟす᰿ᗏとして信念・スキーマ（Fig.1）がある。ま

た、೫った信念を不合理な信念と言う。不合理な信念

（Irrational Belief：IB）とはฟ来事を「㹼でなければな

らない」とᩍ᮲⩏的・⤯対論的にとらえてしまう認▱ス

タイルを意する（㔠築・㔠築, 2010）。IBの≉ᚩは、ձ

事実にᇶ࡙いていない、ղ論理的ᚲ↛性がない、ճ気分を

㇂る、という≉ᚩがሗ࿌されている（᳃・長ࡏめにさࡌࡳ

ᕝ・▼㝰・ᔱ⏣・ᆏ㔝㸪1994）。㏆年のCBTでは、ー

ロン・࣋ックがᥦၐした認▱療法の中᰾をᢸうIBと㢮ఝ

したᴫ念であるスキーマというᴫ念をᇶに、スキーマ療法

も┒ࢇに研究されている。 
とこࢁで、CBTはリ࣡ーク支援でも効果が実ドされて

いる心理療法である。しかし、࢞イࢻライン（ཌ生労ാ┬, 
2015）にἢった支援を行ったとしても、一定の効果はあ

るものの、IBという認▱的な構えの変ᐜに⮳るまでの効

果は得られにくいのが⌧状である。さらに、実する上で

のၥ㢟点として、一般的にスキーマ療法はCBTのᇶ本的

スキルを⋓得した後、長期的に行われるものである。しか

し、就労移行は㸰年間という期限があり、スキーマ療法を

実するのにはᅔ㞴をᴟめる。そのような状ἣの中、本

ケースでは、೫ったIBによってプログラムがཷけられな

いほどに回避行動を㉳こしていた用者に対し、集団

CBTを㸱回行っても緩和されなかったIBの緩和を目的に

短期介入を行い、その後就労定╔しているケースについて

ሗ࿌する。 
 

：期限ษれの⣡㇋(状ἣ) 
 
 
 
 
     

 

 
 

㸰 ࢣーࢫᴫせ 

用⪅㸿：ዪ性（X年ᙜ時 30ṓ） 
デ᩿ྡ：うつ（障害者ᡭᖒ3⣭） 
ฎ᪉⸆：ジ࢙イࢰロフト、マイスリー。 
前職時（X-3年）Ⴀ業職へ␗動後、業ົ㐣ከになり発症。 
≧：気分のⴠࡕ㎸ࡳ、意ḧの低ୗ、⑂労感。 
ධ経⦋：ୗ向き▮༳法を実したとこࢁ、ఱ度行って

も、「私は無価値」に฿㐩する。集団CBTをཷけている

ため「私は無価値」という信念が不合理であり、論理的で

ないということは理ゎできるが、その認▱に囚われてしま

うとプログラムの見Ꮫすらᅔ㞴になり、休憩スペースへの

回避をしてしまう状ἣであった。IBࡸスキーマに対して

はスキーマ療法が有効であるが、スキーマ療法は年༢で

行うものであり、カウンセリングをᥦ。しかし、経῭的

ၥ㢟ࡸ、就労する前にどうにかしたいという気持ࡕが強

かった。また、ᙜ時のAはIBに囚われてしまうと、「私は

無価値」というIBがὴ生し、事実にᇶ࡙かない被害的思

考が強く、就労定╔はᅔ㞴をᴟめると考えられた。そこで、

スキーマ療法の実は㞴しいが、IBの緩和を目指すのは

どうかとᥦしたとこࢁ、Aがこれにྠ意した。 
 

㸱 ධෆᐜ 

な介入ෆᐜについては以ୗの㏻りである（Table1）。 
Ta㼎㼘e1 不合理な信念䛻ᑐ䛩䜛ධᢏἲ

下向き⽮印法による信念の同定
コーピングカード(フラッシュカード）の実施

Poinnt-CounterPointの実施
PositiveDataLogの実施
信念に反する⾏動実験の実施  

 
(1) ୗྥࡁ▮༳ἲ 

IBをྠ定するためのᢏ法として用いた。」数回行った

が、「私は無価値」にすて⮳る。 
 ࢻー࢝ࢢࣥࣆーࢥ (2)

否定的思考に囚われないための対ฎとして用いた。また、

㸰㠃構㐀で᪥ᖖ的にはIBへの介入の㝿に安全性を高める

ことも考慮し、ᬮかい感ぬおよび慈悲を☜認するための

カーࢻとしても用いた。 
(3) P㼛i㼚㼠-C㼛㼡㼚㼠e㼞P㼛i㼚㼠䠖P-CP（㼅㼛㼡㼚g, 1999） 

信念と▩┪するሗを✚ᴟ的に㍍どしていることを示

す・体験してもらうᢏ法。なお、このᢏ法はPositive 
DataLog（PDL）および信念に反する行動実験の実後

にも度行い、不合理な信念にఱ回反ドできるかを☜認し

た。介入ᙜึは一度も反ドすることができなかったが、⤊

結時には10回以上の反ドを行えるようになっていた。 

୍⯡ⓗ䛻ᥦ౪䛥䜜䛶䛔䜛

㻯㻮㼀䛾䝣䜷䞊䜹䝇䝫䜲䞁䝖 

ᮏ䜿䞊䝇䛾 

䝣䜷䞊䜹䝇䝫䜲䞁䝖 

⮬ືᛮ⪃ 䠖䛂⣡㇋䛰䛛䜙㈹ᮇ㝈䛝䜜䛶䜒㣗䜉䜜䜛䛃 

ㄆ▱䛾῝䛥䠖ὸ䛔 

ಙᛕ䠄䝇䜻䞊䝬䠅    䠖⣡㇋䛿Ⓨ㓝㣗ရ䚹㻔ᛮ⪃䛾๓ᥦ䞉ୡ⏺ほ㻕 

ㄆ▱䛾῝䛥䠖῝䛔 

 

Fig.1 ⮬ືᛮ⪃および信念・䝇䜻ー䝬の㛵ಀᛶ 
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(4) PDL（Padesky, 1994） 

信念のバランスを整えるために、「私は無価値」という

信念に反するデータを記録することを行った。これまでの

生活を振返り、データの整理を行った。Ａ４ ４枚ほどの

ポジティブデータが集まった。 
(5) 信念に反する行動実験 

信念に反する行動を実験的に行い、データを集めるため

に行った。 
 

４ 効果測定 

(1) GHQ精神健康調査（中川・大坊, 1985） 

一般的疾患傾向、身体的症状、睡眠障害、社会的活動障

害、不安と気分変調、希死念慮とうつ傾向を測定する尺度

として用いた。 
(2) JIBT-20（森・長谷川・石隈・坂野, 1994） 

IBを測定する尺度として用いた。 
(3) SCRI-J（宮川・谷口, 2016） 

セルフ・コンパッション反応（自己に対する慈悲）を測

定する尺度として用いた。SCRIの得点が高い場合、IBに

抵抗する信念が強まることが推測される。 
(4) 自律神経測定 

生理的指標として交感神経および副交感神経の測定を

行った。 
(5) 職場実習評価シート 

職場実習におけるキーパーソンからの評価されたもの。 
 

５ 結果 
(1) GHQ、JITBおよびSCRI-J 

GHQにおいては就職活動直後ということで得点として

は有意な差が認められなかった。また、JITBおよび

SCRI-Jの結果を示す（Fig.2・Fig.3）。 
 
 
 
 
 
 
 
 

Fig.2 不合理な信念および慈悲の変化 

 
 
 
 
 
 
 
 

Fig.3 セルフ・コンパッション（慈悲）の変化 

(2) 自律神経 

陽春堂のMindViewerを用いて交感神経・副交感神経を

13時から14時の間に測定した。介入前は月の交感神経およ

び副交感神経のバランス比の平均値が1.53であったのに対

し、介入後は1.2であった。バランス比は1.0以上であれば

低い数値の方がバランスがよいと判断できるため、自律神

経のバランス比において効果が認められたと考えられる。 
(3) 職場実習評価シート 

１ヶ月間での変化を示す(Fig.4)。 

 
Fig.4 職場実習評価シート 

 

６ 考察 

IBの緩和を目的に短期介入を行った。その結果、慈悲

が向上し、IBは緩和されたと考えられる。IBが緩和され

たことによって、職場実習評価シートの変化からも分かる

ようにパフォーマンスにも変化が見られた。さらに、IB
に囚われ論理的でない被害的思考が減少し、休憩スペース

への回避行動も見られなくなった。 
就労移行という期限のある中で、本ケースでは試行錯誤

を重ね、IB緩和の介入を行った。本ケースは個別CBTの
ため高強度の介入であり、本来であれば長い年月をかけて

カウンセリングを専門とする機関で心理療法を行うケース

であったことは否定できないと考えられる。そういった中

で、本ケースにおいて安全性を高めたポイントとして、関

係性の構築が重要だったと考えられる。スキーマ療法でも

関係性構築が重要であることが言われており(伊藤, 2016)、
本ケースではいきなりIBをターゲットに介入を行うので

はなく、介入前にトークンエコノミー法による就寝行動の

支持・賞賛(行動強化)などを行っていた。そういったラ

ポール形成が功を奏したものと考えられる。 
 

【引用文献】 

秋山洸亮 (2018). 就労移行支援における精神障害者に対する

心理プログラムの効果検討. 第26回職業リハビリテーション実

践・研究発表会論文集.132-133. 

 

【連絡先】 

一般社団法人リエンゲージメント 横浜事業所 

Tel：045-594-8799 

e-mail：info@y.reengagement.org 

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

Pre Post

－119－




